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報  告

コンゴ北部熱帯森林における野外研究の現状

竹 内  潔1)・西 原 智 昭2j

The  Present  Situation of Field Survey  in Tropical Forest of Northern  Congo.

Kiyoshi Takeuchi" and  Tomoaki  Nishihara2>

は じ め に

コンゴ共和国北部の熱帯森林帯における日本人研究者

による野外調査も, 1985 年に端緒が開かれてから10年の

歳月が過ぎた. ここで, これまでの調査の流れをかんた

んに振り返るとともに, 我々が進めている研究について

その現状を報告したい.

1. コン ゴ北 部 の熱 帯 森 林帯 と 日本 人 によ る

調査 研 究

コンゴ共和国(,)の総面積は約34 万km2, 日本の本廾μま

どの国土が南北に細長く伸びている. 熱帯森林は国十の

約65% を占めるが, その大部分け北部に集中してい る

(図1). 総人口約210 万のうち8割以上辻南部に集中して

おり, 北部地域とりわげ森林帯に覆われている最北部の

リクアラ(Likouala), サソガ(Sangha) の2州の人口密度

は平方キロメートルあたり0.6人から0.8 人ときわめて希

薄である. この2廾|の森林帯には, 車両の通行が可能な

道路はほとんとかく, 主要な交通路は河川であり, 住民

は長距離の移動には喫水の浅い小型定期船を, 日常的な

通交には手漕ぎのカヌーを利用している. このような外

来者にとっては不便な交通事情を反映してか, コンゴの

熱帯森林帯での学術調査は, 植民地時代の行政官などの

散発的な調査を別にすれば, 近年までほとんどおこだわ

れることはなかった. 森林帯の南東部には広大な湿地帯

が発達しているが, この湿地帯の奥深くに位置するテレ

湖(Lac Tele) には 匚恐竜] らしき生物が生息している

という噂が絶えず, その真偽を確認すべく何度か探検隊

が組織されている(2). 外部からの大規模な経済開 兒が入

り込んでしない コンゴの北部にはに今なおこのような探

検の時代のロマンが息づいている. しかし, 言うまでも

なく, この地域が「‾原始」を現在にとどめるロスト・ワー-

ルドである訳はない. この森林帯あるし は地域住民の生

活 仏 コンゴの他の地域と同様, 歴史的に, とりわけフ

ランスによる植民地化以降, 外部からの社会経済的な影

響や圧力を蒙ってきた. しかしながら, 学術的な知見と

いう面にかぎれば, 近年までその自然環境や住民につい

て信頼できる情報が伝えられなかった地域であったこと

は間違いない.

この学術的にはいわば手っかずであったコンゴ北部の

熱帯森林の調査の先鞭をつけたのは, 弘前大学の丹野正

であった. 1985 年10月, 丹野は日本人としてはじめてコ

ンゴ北部リクアラ卅に入り, 同升|のウバンギ(Oubangui)

川沿いの森林帯で狩猟採集民アカを対象に予備的な調

杳をおこたった. 1987年に, 丹野は再度リクアラ外旧ヒ部

でアカを調査し, 「分配」にアカの集団生活を支える生

活論理としての意義を見いたした(丹野, 1991). この年

には黒田末寿(滋賀県立大学), 佐藤弘明(浜松医科大学)

が加わって, 西隣のサソガ廾は で含めたコンゴ北部の熱

帯森林帯のほぼ全域が日本人によって踏破されることと

なった. 黒田はコンゴ国森林経済省のオコ博士とともに

リクアラ州の森林に生息する霊長類を予察し, 佐藤ぱサ

ソガ州の西端ソアソケ(Souanke) 地区で定住化か著しい

狩猟採集民バカの生業活動と居住パ.ターンについて調査

した(黒田, i99i; 佐藤, 1991;Sato,  1992). この踏査

行のなかで, 丹野は佐藤とともにコンゴ, カメルーン,

中央アフリカ三国の国境の交差点に位置するボマサ

(Bomassa) 村に入り, 村東方のソドキ(Ndoki)川周辺の

森林が焼畑農耕や狩猟などの人為的影響をほとんど受け

ていないことを発見した.

こうした広域調査をもとにして, 1988年から霊長類学,

人類学の分野でそれぞれ.集中的な調査が開始された. ま

ず, 丹野の情報をもとに三谷雅純(兵庫県立人と自然の

博物館)がソドキ川を渡り, 東岸の森林域(以下では, た

んに" ソドキの森" と呼ぶ)でゴリラとチンパンジーが

同所的に生息していること, またこの類人猿2種を含め

て霊長類の生息密度がきわめて高いことを明らかにした

(三谷, 1990a,b; Mitani, 1990,1991,1992; Mitani d

al., 1993). 三谷の調査によってソドキの森が霊長類の

研究にとって絶好の調査地であることが確認され, 以後,

三谷をけじめとして, 黒田レ西原, 鈴木 滋(京都大学),
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図1. コンゴの熱帯森林帯。

山極寿一(京都大学), 丸橋珠樹(武蔵大学)らの霊長類研

究者が, 霊長類の生態調査を継続してきている.

一方, 丹野のリクアラ州での人類学調査の後を受けて,

竹内が1988年から同外|の北部を流れるイベンガ(Ibenga)

川及びモタバ(Motaba) 川上流で狩猟採集民アカの環境

利用や集団編成などを対象として継続的な調査を開始し

た. 1991 年から翌年にかけては, 寺鵤秀明(神戸学院大

学)と市川光雄(京都大学)を中心とする研究チームが,

同地域で森林の持続的利用をテーマとして調査をお二たっ

た(市川,1993). さらに1992年から1993年にかけては,

加納隆至(京都大学)と安里 龍(琉球大学)が類人猿に対

する狩猟圧を調査してし る(Kano  &  Asato,  1994). ま

た, サソガ廾|の西端では, 佐藤が狩猟採集民 バカの調査

を継続し, バカの食物規制, 民族医学について報告して

いる(佐藤, 1993a,  1993b).

以上のコンゴ北部での現地調査は, いずれもコンゴ国

の政府機関や研究者との協力のもとで実施されたが, そ

の制度的な基盤となったのが1989年3 月にコンゴ政府と

京都大学 アフリカ地域研究センターとの間に結ばれた

阡こ卜学・技術に関する協力協定』であった. 二の協定に

もとづして, これまでに, 日本人研究者がコンゴ側から

調査実施上の便宜を受けるだけでなく, コンゴ人研究者



を客員研究員として日本に招へいするなどの相互協力が

進められてきている.

2. コンゴ国の政情不安と調査活動の中断

コンゴでの調査は順調に進展していくかのように見え

た. しかし,]992 年になって, コンゴの政治情勢の急激

な悪化のため, やむなく調査活動を一時中断せざるを得

ない状況となった. コンゴは独立間もない1964年から長

く一党独裁の社会主義体制をとってきたが,80 年代後半

の石油価格の暴落に起因する経済危機に共産圏の民主化

という世界的な政治的潮流が加わり, 1991年に複数政党

制へと移行した. しかし, 複数政党化は一党独裁体制の

下では抑制されてきた地域間対立を顕在化させ, 翌年の

大統領選挙を契機として政情は不安となり, 1993年にぱ

首都ブラザビルで武力衝突が頻発するという危機的な状

況を呈するに至った(武内, 1992, 1993, 1994a). この

ような半内乱状態に直面して, 調査活動の続行は不可能

となったのである. しかし, 翌1994年2月にぱ事態は急

速に政治的収拾の方向に向かいだし(武内, 1994b), そ

の後市民生活が平静を取り戻したという情報を確認して,

竹内と西原が調査を再開した. 1995 年現在では, コンゴ

国の情勢は落ち着いており, 調査活動に支障をきたすよ

うな問題は生じていない. しかし, 政情が小康を保って

いるのと裏腹に経済状況は1994年1月のアフリカ・フラ

ン(CFA) の対仏フランレートの切り下げ措置以後, 諸

物 価が上昇 し さらに悪 化の途 をたど ってい る. し た がっ

て, 生 活 不安を背 景として再 び政治的対 立 が紛争 にエ ス

カレ ートする事態 が懸念 されるとこ ろであ る.

3. 研 究 の 現 況 と 今 後 の 課 題

以 下で は, 類 人猿 と狩:猟 採 集民の研 究の これまでの成

果 と今後 さらに 考究 を必要 とする課題 について, そ れぞ

れ西原 と竹 内の資料 を中心 にして概述 す る.

3-1 類 人 猿の研究

霊長類研 究の主 調査地と なってい るのは, 上 述 した よ

うに, 中 央 ア フ リ.力 と の国 境 に近 い ソド キの森 で あ る

(図2). 近 隣 の ボマ サ村 には 少数 の農耕 民 と現在で は定

住して い る狩猟採 集民 バ ソゴソベ お よびバソベソジェレ(,)

が 生 活 してい るが, ンド キの森は少 なくと も半世紀以上

にわた って 人為的影 響を蒙 っていな いと推測 され る. こ

の ソドキの森一帯 は, 1993 年 末 に 『 ヌア バレ・ ソド キ国

立公園』 として コンゴ国 から指 定を受 け, 現 在 では公園

内では, 適 切規模で実施 される調査研究活動を除いていっ

さい の人間 活動 が禁 じら れてい る. こ の公 園内 には,2

種 の 類 人 猿, ニ シ ロ ー ラ ソド ゴ リ ラ(Go パlla go パ//α

即 パ//α)と ツェゴチソパソジー-(凡in  trogかdytes troglodytes)

を・含む11 種 の 昼行 性霊長類 が生息 してい る. こ こでは,

類 人猿 の生態学的側 面に関 する1992 年 ま で の主 要な成果

について記 述 し, そ の後 に現在西原 が進めて いる調査 に

図2. 調査地.



ついて報告したい.

調査域面積約20km2 内の生息密度はゴリラが1.92-2.56

頭( 西 原, 1994), チ ンパン ジーが2.65 頭(Suzuki,

1993)と他の調査地に比べてきわめて高いo). ゴリラの中

心的な食物は植物の繊維性部分であるが, 果実生産量が

多いときには果実も頻繁に採 食する(Nishihara,  1995).

これに対しチンパンジーの食物は年間を通して果実が中

心である(鈴木・西原・黒田, 1993; Malenkey d 矼,

1994). 採食果実種については, ゴリラとチンパンジー

の間で大きく重複しているが, 食物をめぐる競争的交渉

は観察されておらず(鈴木・西原・黒田, 1993), ゴリラ

とチンパンジーが同じイチジク樹で採食した例さえ観察

された(Suzuki  &  Nishihara,  1992). 一方ミネラルと

タンパク摂取については, ゴリラとチンパンジーの間で

ニッチエの分化がみられる. チンパンジーが肉食や昆虫

食によってミネラルやタンパクを摂取しているのに対し,

ゴリラは草本類の茎や髄, 根, 新葉, 種子によってそれ

らをとっている(Kuroda,  Nishihara,  Suzuki  &  Oko,

in press.;  Kuroda,  Suzuki  &  Nishihara,  in press).

また, ゴリラは年間を通じて湿性草原を頻繁に利用し,

ミネラルやタンパクが豊富 に含まれる水草を採食する

(Nishihara,  1995).

チンパンジーに関してはシロアリ採食の際に, 突き通

し棒とブラシという2種の道具を組み合わせるという,

これまで他地域でのチンパンジーでは報告されていない

新しい タイプの道具使用行動が観察された(Suzuki d

al., 1995).

類人猿に限らず野生霊長類の行動生態の詳細を明らか

にするためには, 観察者の接近に慣れさせる[＼人付け]

作業は必須であるが, 1992 年までゴリラの 厂ん付け] は

ばかばかしくは進まなかった. 平均すれば2 囗に1回の割

合で観察は可能であったが, 森林内の見通しが悪い上に,

下生えが多くないため通り擺が頼りの追跡観察は困難で

あった. 1994 年に広域調査を行なった結果, 西原は湿性

草原が「＼人付け」に最もふさわしいという予見を得た.

湿性草原江森林よりも見通しがよくゴリラにとって重要

な採食場であり, またゴリラが水草を採食する際に出卞

様々な音, たとえば水草の根にっいた泥を洗い落とす音

やゴリラが発する 匚採食グラント」とても呼ぶべき音声

などが, 調査者にゴリラの存在を教えてくれる. じっさ

い, 湿性草原とその隣接場所でのゴリラの観察頻度は,

以前の調査地と比べほぼ2倍に跳 ね上がった. また, ゴ

リラが湿性草原への出入り口として頻繁に幵用してし る

地点の樹上に, 地上6m から10 数m の高さで観察台を設

けてモニタリングした結果, 少なくとも3つのグループ

と2頭のソリタリーがこの草原を利用していることがわ

かった. そのなかの若いシルバーバックは, 台上の観察

者に気がついているにも関わらず, すぐにその場を立ち

去るようなことほとんどなかった. こうして, 湿性草原

で徐々にではあるが確実に[ ‾人付け] が進行しつつある.

ゴリラの行動で興味深いトピックは, 湿林沿いの林床,

とりわけ湿性草原に隣接するGil 加所畄四冶・凹 優占種の

林床 で観察されることが多い「‾土掻 き行動」であ る

(Nishihara  &  Kuroda,  1991). この「‾土掻き」が見ら

れるのはいくつかの特定の場所に限定されており, ゴリ

ラはそこを繰り返し利用する. 当初はこの行動は昆虫や

ミミズなどの小動物を探索・摂取するための行動だと推

測されたが, 土掻きを真似しておこなってみた結果, 土

中から小動物を発見できる頻度ぱきわめて低かった. モ

の上, ゴリラの糞中にぱ土中の牛動物のキチゾ質等が発

見されていた卜. また, 西原の観察では, ソリタリーの

ゴリラが33分にわたっておこなった土掻きの間, 彼が何

かをつまみ上げて口に入れたのはわずか2回だげであっ

た. しか 仏 ゴリラが 匚土掻き」のために反復利用する

特定の場所が, 他のそうでない場所に比べて小動物がよ

り発見されやすいという確証も得られていない. 以上か

ら, 「‾土掻き行動」は, 摂食行動としてはさほど効率的

な行動であるとはいいがたい. またゴリラはいくつかの

特定の場所から湿性草原に出入りするのだが, 「‾土掻き

行動」がその出入口に当たる林床に集中していることが

わかった. じっさい, 湿性草原に入る前あるいはそこか

ら出たあと 匚土掻き行動」が観察された例もある. この

ような例は, 「‾土掻き行動」が採食効率だけでは説明で

きない, 別の行動学的な意味をもっていることを示唆し

ている.

また, ゴリラは湿性草原への出入りの際, 隣接する常

緑林のたかを集団ごとに「一列縦隊」をつくって移動す

る. この「一列縦隊」の観察例のうち, シルバーバック

が先頭になっていたのは約半数にすぎない. ウガンダ,

ルワンダ, ザイール国境のヴィルンガ火山群に生息する

マ ウンテンゴリラ(G.  g. 加ringei) では移動時にシル

バーバックが常に先頭に立つというが(山極, 私信), 二

シローラソドゴリラではいつもシルバーバックが先導す

るわけではないのかもしれない.

匚土掻き行動」にしろ[ ‾一列縦隊] にしろ, これらぱ

湿性草原付近に限定された行動であるかもしれない. し

かし廠 から, すでに述べたように湿性草原はソドキのゴ

リラにとって重要な生活場所であり, これらの行動の観

察によって, ニシローラソドゴリラの行動生態の特徴を

明らかにしうると考えられる.

ゴリラに比べるとチンパンジーの人付けと個体識別ぱ

順調である. 1994 年以降上記のようなゴリラの調査と並

行して, 湿性草原に隣接する約20km2 の森林においてチ



ソ パソジーの調査 も進 められてい る. す で にこれ まで30

頭 以上 のチ ンパンジ ーが個 体識別 され, そ のうちの何 頭

かは よく人付け されてい る. 場 合によっては ベ ッドから

ペ ッドまで終 日直接 追跡 が可能と なった. 現 時点では ま

だ資 料が 少ない が, あ るチ ンパン ジーの1 凵の活動 記 録

に よると, 観 察時間 中に採 食時間 が占め る割 合は よく人

付けの進んだケナガ・チンパンジー(凡z,・z /. schweinfurthii:)

の資 料 とほぼ同 じであ った(Takenoshita  &  Dzomambou

未 発 表 資料). こ の こ とは調 査地 で もチ ンパン ジーの 人

付け がかなり進 んでい ることを裏付け てい る. ま た終 日

追跡 が可能 にな ったこと により, チ ンパ ンジーが樹木 の

新 葉 を頻 繁 に採 食 す るこ とが観 察 さ れた(Takenoshita

&  Dzomambou, 私 信). 今 後 資料 が蓄 積 されれ,ば に 果

実の少ない季 節 にぱ, 繊 維 性食物を 頻繁に採 食す る傾向

が認め られるか・もしれない.

チ ンパンジー について興味 深い トピ ックは, 社 会的性

比( 集 団内 の オト ナ オスの個体 数 を オトナ メ スの 個=体 数

で除 した値) が 約0.8  (Suzuki,  1993 ; 西 原, 未 発火 資料)

で あ り, こ れ まで調 査さ れてきた他 の亜種 ケナガ・ チン

パ ンジー とマ ス ク・チ ン パ ンジー( 戸./・. むび。s)と 比 べ

て非 常 に高いことで ある. こ れら の亜 種で社 会的 性比 が

低 いのは, オ スが子 殺 しに あう ケースが多い ためと考 え

られてい るが, ソ ドキの資料 は ツェゴチ ンパソジーでは

子 殺し が稀 にし か起 こらない のか, あ るいは 起こってい

るとして も性別とは無 関係 に子殺 しが起こって いるとい

う二 つの可 能性を示唆 してい る. こ の点 を確認 するこ と

は, こ れまでほと んど何 も知 られてい ない ツェゴヂ ソパ

ンジーの集団 生態を 明ら かにする上で の一つ の重 要な課

題 とな るだろ う.

ン ド キにおけ るわれわれ の一 連 の類 人猿研究 は, こ れ

まで研究 の歴 史が浅 く未知 の部分 が多く残さ れていた 二

シローラソドゴ リラと ツェ ゴチ ソパソジーの生態, 行 動,

社 会を徐 々にではあるが, 明 ら かにしっっあ るとい える.

今 後 さら に知 見を得 てい くためには, こ れ まで 同様厂両

種 の人付け, 個 体朧 別を継続 して進 めてい くことが何 に

も優先す る課 題であ る.

1994 年 以 来 継続中 の調査地 では, 彼 らの生息環境 であ

る森 林植生 に関す る調 査 も並 行して進 めて きた. 調 査域

に設 定し たト ラソセ クト上 において, ゴ リラや チ ンパン

ジーが果実, 新 葉等 を食物 として利用 する]主要樹 木種を

すべてマ ー クし, そ れぞれ の植 物個体 を対象 に, 利 用 さ

れる植物 部 位の生 産量 とそ の時間 変化,2 種 の類 人猿に

よる消費量 などを査定 ・記録 してい る. 現 時点で は対 象

植物 種の種 数は10 数 種 にす ぎない が, 今 後さ らに対 象種

数 を増す ことに よって 両類人 猿の食物 資源の森林 内の分

布 だけで なく, 資 源量と消費量と の関係 の理解を通 じて,

採 食生態及 び両類人猿 の種間 関係 がより詳細 に解 明さ れ

よう. さらに今後長期調査による資料の累積によって,

森林資源量や消費量の季節変化, 年変動なども検討可能

となろう.

ンドキに生息するゴリラ・チンパンジーはまた, 果実

採食時に種子を嚥下し糞の中に排出するといった種子散

布者でもある. アフリ.力熱帯林における種子散布者とし

ては. 類人猿ほかゾ`ウ, 昼行性オナ.ガザル, 鳥類などが

あげられるが, 類人猿の種子散布による森林再生メカニ

ズムはまだ解明されていない. 原生熱帯林における森林

佯生を論じ.るにあたって, ゴリラとチンパンジーの役割

を検証することもまた, 今後の重要な課題の一つである.

3-2 狩猟採集民の研究

ンドキの森の東方, 60km ほど距離を隔てて流れるイ

ベソガとモ タバの両河川沿いに, 焼畑農耕民の村落が点

在している(図2). ンドキの森近くの村落には農耕民と

狩猟採集民が混住しているが, この地域の狩猟採集民ア

カ岫よ, 川沿いの農耕民の集落を取り巻くように, 内陸

部の森林に遊動キャンプあるいは小集落をつくっで生活

しており, 地域によって差はあるものの, 遊動生活を完

全には放棄していない. 農耕民よりアカの方が人口は多

く, 調査した2地域では, 村落から半径8km 以内に農耕

民のL5 倍から2.5 倍の数のアカが居住している.

198  8年から1991 年にかげての二度の調査で, 竹内は農

耕民の民族集団を系統的に整理するために, 村落ごとに

基本的な語彙を夏集し, また原住地を聞き込んだ. その

結果を示しだのが図3 であるが, この地域には言語や出

自を異にする多彩な農耕民集団が村落を単位として分布

していることがわかる. また, 両河川の最上流の村落の

農耕民吐Irving 加属のナッツから採った油を好んで利用

するが, 他ではヤシ油を用いるといった類の生活文化の

諸側面において も集団間の差異が認められる(,).これに

対して, アカは広域に分布して各地域で異なる農耕民集

団と社会経済的関係を持っているにも関わらず, 同一の

言語(Guthrie の分類にしたがえば, バントゥーC10 系統),

超自然的存在や討 世神話を共有している.

さて, コンゴ盆地の熱帯森林帯の東端部, ザイール東

部に居住する狩猟採集民ムブテリこついては, これまで

長年にわたって日本人研究者が生態人類学的調査をおこ

たって, すでに精密な報告が蓄積されている. そこで,

そのムブティと比較対照して, アカの社会経済生活に顕

著である特徴を挙げてみたい.

第一一に, アカの生業活動について. 交換経済や商品経

済が浸透していないT广力の生業活動には自己生計維持

(autosubsistence) 的な特徴が 見られる. ムブティでは

網猟で得た獣肉を農耕民やトレーダーの農作物と交換す

る生計を確立していることが報告されている(Tannno,

1976; Ichikawa, 1986). これに対して, アカは狩猟で



図3. イペソガ= モタバ地域の農耕民.

得た獣肉のほとんどを自家消費し, その一方で精力的に

野生食用植物を採取して卜 る. さらに, アカが参加者の

多寡に応じた多彩な狩猟技術を発達させるごとによって

狩猟と採集への労働投入のバランスをとっていること,

また狩猟活動の中心である網猟では自家消費するだけの

獣肉を捕獲して, 余剰獣肉を得るためのことさらな労働

強化ぱおこたって卜 な卜 ことも明らかとたった(竹内,

1995b 抖. これらの特徴は, 獣肉の商品化とレ う経済環

境のもとで生業努力の大半を網猟での大量の獣肉の捕獲

に投じるムブティには見られたし.

第二に, アカの社会生活と生業活動の関わりにつ卜 て.

ムブティの居住集団の構成は地域によって大きく異なる

が, たとえば市川が調査したテトゥリ地域では50人から

90人程度が父方居住頬向の強い集団を形成している(市

川, 1987). アカの居住集団は一般的に, kombeti と呼

ばれる一一人の年長男性を中心として彼のきょうだ卜や既

姙の子どもなどの数家族, 多くても30人程度からなる家

族集団である(竹内, 1991). 家族集団を越える持続的な

まとまりは存在しかしが, アカの間に見られる様々な食

物規制は, 個々の家族集団を通底する性や世代と卜 った

社会的カテゴリーを喚起する文化的な装置となっている

(竹内, 1994). また, この文脈では, 複数の家族集団が

共同して遂行する網猟仏 狩猟禁忌や獲物の分配規則を

通して参加者に自らの社会的アイデンティティを認識さ



せる儀礼性を担っている(竹内, 1995a).

第三に, アカと近隣農耕民との関係について. アカと

農耕民との間には, 農作物の供与を主とする農耕民のア

カに対する庇護を基盤として, 親子の扶養・被扶養関係

を模した擬制的な親子関係が取り結ばれ, 個々のアカは

特定の農耕民の父系親族集団に属して, 「‾親方」である

農耕民に労働力を提供する. しかし, この関係を正当化

しているのは, 農耕民の贈与の論理であり, 特定の相手

に対する集中的な負債を回避する 匚分配」を社会生活の

基本に据えるアカの生活論理とは否応なく対立する(竹

内, 1991). したがって, 先行贈与の回収を目指す農耕

民とそれを無視しようとするアカとの間でときに紛争が

生じるが, しかし, 関係が両者にとって互恵的であるが

ゆえに関係性自体を覆すような決定的な対立は回避され

る. アカと近隣農耕民の間に結ばれている, 民族集団間

の優劣を規定する一方で互恵的であるというアンビヴァ

レントな関係はこれまでムブティの研究で強調されてき

た, 蛋白質供給者である狩猟採集民とカロリー供給者で

ある農耕民が生態学的に「‾共生」するというシエ゛`‾マ

(Ichikawa, 1986など)におさまりきるものではない.

以上のアカの社会経済に見られる諸特徴は, これまで

短躯という生物学的表徴によって広大なコンゴ盆地に散

在する様々な狩猟採集民をひとしなみに" ピグミー" と

いう語のもとに押し込めてきた, しかもおうおうにして

最も低身長であるムブティの社会や生業を「典型」とし

てきた, トートロジカルな生物学主義について再考を促

すものと考えられる.

さて, これまでのムブティなどのアフリカの狩猟採集

民研究では, ナイーブな文学的感性よりも, 具象のレベ

ルで徹底して数量化を計る, いわば" ハードボイルド・

タッチ の客観主義が前面に押し出されてきたとも表現

できる. 狩猟採集民研究がその上うな自然科学的傾斜を

見せた大きな理由としては, 現存する狩猟採集民社会に

見られる諸特徴を人類進化を復元する資料として活用し

ようとする企図があったことを挙げることができよう.

進化論的な観点から, たとえばカラハリのブッシュマン

の集団生活に見られる離合集散性や社会関係の平等性が

注目を浴びたのである. ところが, 最近になって, 自律

的な狩猟採集民社会は, じつぱ進化史的な所産ではなく,

たかだかここ百数十年の間に生じた歴史的産物にすぎな

いという指摘や批判がなされるようになってきた(たと

えば, Wilmsen  &  Denbow,  1990). すなわち, 狩猟

採集民社会は, 植民地状況のなかで「特異な適応」を遂

げてきた社会であり, 流動的なメンバーシップや置人間

の平等性を基礎づげている社会の非制度的性格は, 強大

な外部勢力に直面し, 逃散して本来の社会生活を解体し

てしまった悲惨な歴史的経緯の産物だと解釈される(清

水, 1992).

このような狩猟採集民研究に全面的な再考を迫る問い

かけに対してここで十分な考察を試みるゆとりぱないが,

コンゴ北部での今後の研究課題と重ね合わせて, 次の二

点を指摘しておきたい. まず第一に, 狩猟採集社会に見

られる社会的特徴を, たとえば植民地化といった一過性

でしかも地域によって多様な経過を辿った歴史的事件に

おしなべて帰一させることは, それらを狩猟採集という

生業形態に還元してしまうのと同様に, そのような社会

を現実につくりあげている人々の能動的なダイナミクス

を黙殺してしまうことにはならないだろ うか. 丹野は

「分配」が食料の配分にとどまらず生活を「‾分かち合う」,

アカの生活論理であることを示しているが(丹野, 1991),

狩猟採集民が生きる現実を明らかにするには, 二見する

と 匚特異な」社会生活の根底にある論理を日常行動に視

点を据えて読み解く, きめの細かな研究の進展が望まれ

るように思う. 第二に, とは言うものの, 狩猟採集民が

どのような権力関係に組み込まれているかという問題が

これまでの狩猟採集民研究のなかで充分に意識されてき

たとは言いがたい. 既述したようなアカと近隣農耕民と

のローカルな関係から, ネーション・ステートに包摂さ

れつつあるアカといったレベルまで, 狩猟採集民が生き

ている現在の様々な政治的状況を展望する視野と感受性

が, 今後さらに必要とされるであろう.

お わ りに

以上, 我々がコンゴ北部の熱帯森林帯で進めている研

究の概要と課題について, ラフなスケッチを描いてみた.

類人猿研究にせよ, 狩猟採集民研究にせよ, この地域で

の調査研究が, 既存の報告や学説に対して, 新たな事実

や視角を提出する可能性を豊かに秘めていることを示し

えたと思う. 調査活動を続げるうちに深く関わるように

たったこの地域の森林保護の問題については, 稿を改め

て記述することにしたい.

汪

(1) 旧称は コンゴ人民共和国(Republique Populaire

du Congo  )であったが, 1992 年にコンゴ共和国(Re-

publique du Congo) と改称された.

(2)1980 年代には早稲田大学探検部の学生たちが探索を

試みている(早稲田大学探検部,1988).

(3) 匚バンゴソベ」も「 バソペソジェレ」も本来は農耕

民が彼らを呼ぶのに用いていた他称であり, それぞれ

前者はカメルーンからコンゴ西部に居住するバカ(Ba-

ka), 後者はコンゴ北部から中央アフリカに居住する

アカ(Λka) と呼ばれる狩猟採集民と同系統の民族集団

だと考えられる.



(4) 例えば, コンゴの他の地域でのニシローラソドゴリ

ラの平方km2 の生息密度は0.1頭(Fay  &  Agnagna,

1992), 近隣の中央アフリカの森林で0.89-1.45 頭

(Carroll, 1988), ガボソでO。008-0.44頭(Tutin  &

Fernandez, 1984)である. また, 密度推定の手法は異

なるがヒガシローラソドゴリラではO。43-O。47頭

(Yamagiwa d αI.
 ,1993),

マウンテンゴリラでは

0.68頭(Harcourt d αI., 1981)という推定がなされて

いる.

(5)[ ‾アカ] は自称であるモ・アカ(mo.aka : 単数),

バ・アカ(ba.aka : 複数)の語幹をとって命名された

民族呼称である.

(6) モタバ川の最上流地域でのか加朕沁属のナッツの利

用, またアカと農耕民との間のナッツや油の交換にっ

いては, 北西が詳しい報告をおこたっている(Kitanishi,

1994).

(7) ただし, 農耕民の村落近くへの定住化か進んでいる

地域のアカぱ跳ね罠を狩猟活動の中心としている, あ

るいぱゾウなど大型哺乳類の生息密度が比較的に高い

後背地を抱えている最上流地域では, アカは農耕民が

組織する銃猟に参加することが多い, といった地域的

な変異も見られる.
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